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創
立
記
念
行
事

　

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
、
本
学
は
創
立
七
十
周
年
を
迎

え
、
各
種
の
記
念
事
業
や
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

記
念
事
業
や
行
事
に
つ
い
て
は
、『
中
央
大
学
学
報
』
一
九
巻

一
号
が
創
立
七
十
周
年
記
念
祭
を
特
集
し
て
詳
し
い
が
、
六
月
の

明
治
神
宮
外
苑
で
の
記
念
体
育
祭
、
十
一
月
八
〜
十
日
の
創
立

七
十
周
年
記
念
祭
、
翌
年
八
月
の
中
央
大
学
会
館
落
成
式
、『
中

央
大
学
七
十
年
史
』
や
法
・
経
・
商
・
工
・
文
学
部
の
記
念
論
文

集
の
刊
行
等
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
過
去
の
創
立
記
念
事
業
と

比
べ
て
も
そ
の
規
模
は
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
五
六
年
八
月
に
落
成
式
を
迎
え
た
中
央
大
学
会
館

は
、
敷
地
面
積
四
五
〇
坪
、
地
下
一
階
地
上
五
階
の
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
自
家
変
電
室
、
大
食
堂
、
大
小
会
議
室
、

宿
泊
室
等
を
備
え
た
冷
暖
房
完
備
の
立
派
な
建
物
で
あ
っ
た
。

会
館
は
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
―
十
一
（
現
在
の
駿
河
台
記
念

館
の
地
）
に
総
額
約
一
億
五
、三
〇
〇
万
円
を
か
け
て
新
築
さ
れ

た
が
、
そ
の
場
所
や
規
模
は
最
初
の
計
画
と
は
全
く
異
な
っ
て
い

た
。

　

五
三
年
十
月
の
七
十
周
年
記
念
事
業
寄
附
金
募
集
委
員
会
常
任

理
事
会
で
報
告
さ
れ
た
計
画
案
に
よ
れ
ば
、大
学
会
館
は
、学
員
、

学
生
が
集
会
・
談
話
・
食
事
等
に
利
用
し
、
宿
泊
も
可
能
な
会
館

と
、
大
規
模
な
室
内
体
育
場
と
を
併
設
し
た
も
の
と
し
て
後
楽
園

に
建
築
し
、
他
大
学
の
倶
楽
部
の
よ
う
な
入
会
金
・
倶
楽
部
費
も

徴
収
し
な
い
で
、
外
部
の
利
用
者
の
使
用
料
で
会
館
経
営
費
を
ま

か
な
お
う
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
他
に
例
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
敷
地
面
積
約
三
千
坪
、
建
築
面
積
約
一
、九
五
六

坪
、
地
上
四
階
七
五
〇
坪
の
会
館
と
、
一
周
一
三
三
メ
ー
ト
ル
の

ト
ラ
ッ
ク
と
約
一
万
人
を
収
容
可
能
な
観
覧
席
を
中
心
と
す
る

一
、二
〇
六
坪
の
体
育
館
と
を
あ
わ
せ
た
総
合
施
設
が
企
図
さ
れ

て
お
り
、
実
現
し
て
い
れ
ば
、
大
学
が
経
営
す
る
大
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
計
画
は
途
中
で
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
最
大
の
原
因
は
資
金

不
足
で
あ
る
。
約
五
億
円
の

資
金
の
う
ち
二
億
円
を
募
金

で
ま
か
な
う
計
画
で
あ
っ
た

が
、
現
実
に
集
ま
っ
た
募
金

は
こ
の
段
階
で
は
予
定
額
に

ほ
ど
遠
か
っ
た
。
一
方
、
体

育
館
計
画
に
対
し
て
若
手
教

員
を
中
心
と
す
る「
新
人
会
」

は
、
教
学
施
設
を
充
実
す
べ

き
と
し
て
、
図
書
館
・
研
究

室
・
学
生
の
福
利
厚
生
施
設

等
の
建
設
の
優
先
を
主
張
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
計
画
は

学
員
会
館
建
設
と
図
書
館
整

備
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い

く
。

　

五
五
年
五
月
の
七
十
周
年

記
念
委
員
会
で
は
、
計
画
を

二
つ
に
分
け
、
第
一
期
と
し

て
会
館
建
設
を
行
い
、
二
期
以
降
に
可
能
な
ら
ば
体
育
館
を
建
設

す
る
こ
と
、
場
所
は
、
後
楽
園
の
敷
地
が
一
〇
年
間
は
運
動
施
設

に
使
用
す
る
条
件
で
払
い
下
げ
を
受
け
た
た
め
、
会
館
の
み
で
は

建
設
許
可
が
得
に
く
い
た
め
、
本
学
講
堂
裏
を
候
補
地
と
す
る
こ

と
な
ど
を
骨
子
と
す
る
構
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
大
幅
な
計
画
変
更
の
末
、
中
央
大
学
会
館
だ
け
が
建

設
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
三
〇
年
間
、
こ
の
会
館
は
「
学
員
相
互

が
、
あ
る
い
は
学
員
と
学
校
側
と
が
、
き
わ
め
て
自
由
に
会
合
し

相
寄
り
相
語
ら
い
相
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
機
関
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
役
割
は
八
八
年
同
地
に
新
築
な
っ
た

駿
河
台
記
念
館
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

ま
た
当
初
の
建
設
予
定
地
で
あ
っ
た
後
楽
園
運
動
場
は
六
二
年

に
理
工
学
部
校
舎
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
（
現
後
楽
園
キ
ャ
ン

パ
ス
）。
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創
立
七
十
周
年
と
大
学
会
館

まぼろしの中央大学会館立面図


